
■バーチャル実験による効果例

HILSを使ったバーチャル評価＊Hardware In The Loop Simulation
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　実際にクルマを走行させたときに各機能部品に起こる現象をコンピュー

ターでシミュレーション予測することで、これまで実車で実験していたもの

をバーチャル実験（HILS＊など）に置き換えています。
また、新たに織り込む制御システムなどもバーチャル上で確認することで、

実車に搭載した際に手戻りなく開発できるようになりました。

これらバーチャル評価が進むことで、開発期間が短縮できることはもちろ

ん、実車を使った実験が減り、試作品の削減や実験用燃料の削減など環境

への効果もあります。

　また、システムズエンジニアリングの手法を既存製品や次世代商品に適

用し、グローバルに展開することに

よって50％の手戻り率改善が見込ま
れ、開発期間の短縮だけでなくフィジ

カル実験の削減によるガソリン使用

量の削減にも貢献しています。

バーチャル評価による環境負荷低減

　ジヤトコはこれまでもトランスミッションの多段化やフリクションの徹底的な

見直し、制御性の向上など伝達効率を極限まで改善し、燃費向上に取り組ん

できました。

　一段と加速する電動化シフトの中でも、ギア技術をはじめとする独自のコア

技術を生かした商品開発を加速し、2020年代半ばまでにギア・モーター・イン
バーターが一体となった e-Axleを市場投入します。2030年には電動車向けユ
ニットの年間生産台数 500万台を目指します。

ジヤトコの開発＆モノづくりの一気通貫を支えている各基礎基盤技術

HILSなどを用いて、車両走行状態での結果をシミュレートし、
実際に車両を走行する条件を抽出

17%

車両走行時間が削減し、燃料消費量17％相当削減

車両走行距離

車両走行距離

モデル活用

コンポ/システムデザイン 生産技術 計測/評価技術 グローバル生産/アフターサービス

トライボロジー
（ベルト&プーリー/
ギア/クラッチ）

ギア加工
（ギア）

機械加工（プーリー/ギア）

コンポ/
システムテスト

ユニットファイナルテスト

グローバル量産

品質確保車両性能評価/適合

e-Axle（3軸） e-Axle （変速機能付き）e-Axle（同軸）


